
健康福祉部

健康増進課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

昨年度の実績評価

上位成果への貢献度 公的関与の妥当性

貢献度大 法定受託事業

貢献度中 妥当性がある

貢献度小 見直し余地あり

基礎的事務事業

成果状況

向上（最高状態維持含む）

維持・横ばい

低下・悪化

成果向上余地

大 中 小

なし

類似事業との再編成

再編成できる（理由→）

再編成できない（理由→）

類似事業なし

コスト削減余地

効率化余地あり

現状手段が適切

改革概要・改革により期待される効果、施設管理運営に対する評価など

施設名：山口市徳地診療所及び串診療所

事業開始背景等

山村等の医療に恵まれない地域住民の医療を確保するため、S51年に柚野診療所を、S57年に串診療所を開設しました。
H18年4月に串診療所を串地域交流センター内へ移転しました。
無医地区化の懸念から、徳地地域複合型拠点施設整備に併せた診療所建設の要望が地域づくり協議会等から提出され、山口市
徳地診療所を設置する方針をR2年に定め、R4年11月に供用を開始しました。

・市徳地診療所での指定管理者による週６日の診療業務を実施しまし
た。
・市串診療所での週１回の診療業務は、市徳地診療所の指定管理者
が実施しました。

対象地域の住民が、身近なところで医療を受けることができます。

令和４年１１月に開設した徳地診療所は、１日あたりの平均受診者数が令和７年度は約５０人を数えて
おり、指定管理者公募当時の見込数４０人を上回る実績を挙げていることから地域の拠点医療機関と
して定着していると考えます。
また、串診療所、柚野診療所ともに診療日には、一定数の受診者があり、高齢者をはじめとして、地域
住民が身近なところで医療を受けられる環境を提供できていると考えます。

類似の事業は、ありません。

手段（事務事業の内容、やり方、手順）

　全国各地での医療施設の受託運営を行っている公益社団法人地域医療振興協会の本部事務局のサポート体制と、診療所所長の献身的な御尽力に
より、地域住民から支持され、かつ、安定的な運営がなされています。
　また、外来診療から訪問診療に移行する患者への対応など医療ニーズの変化にも柔軟に対応されています。三谷地区の巡回診療では、月２日の診
療の内、１日は巡回診療車による遠隔医療システムを用いたオンライン診療を実施し、最先端技術を活用するなど、指定管理者の有する多様なネット
ワークや情報収集による知見に基づく医療サービスが提供されています。

有
効
性

妥
当
性

効
率
性

令和４年１１月から市徳地診療所と串診療所との一体的な管理運営を行っており、これにより、業務の
効率化、経費節減が図られていると考えます。

事務事業評価報告書

徳地地域の住民

基本事業

総合計画体系

政策

施策

医療体制の充実

子育て・健康福祉

健康づくりの推進と地域医療の充実

担当部

担当課



指定期間：令和 ７年度～令和９年度

不履行
多数

一部不
履行

良好 優秀
特に
優秀

（１点） （２点） （３点） （４点） （５点）

運営業務
・受付事務など、適正な施設の運営が行われ
たか。 ☆ 3

維持管理業務
・清掃、保守点検など、施設の維持管理、及
び備品管理は適正に行われたか。 ☆ 3

再委託監督
・再委託先に対する監督等が適正に行われ
たか。 ☆ 3

人員配置
職員研修

・適正な人員配置、職員の育成・指導が行わ
れたか。 ☆ 3

地域連携
・地域や関係団体等との連携や協働が適切
に行われていたか。 ☆ 3

接客対応

・苦情に対する対応は適切であったか。
・接客対応は適切であったか。
・利用者に対する案内、説明は適切であった
か。

☆ 3

労働環境
・良質なサービス提供をするための労働環境
は充実していたか。 ☆ 3

平等利用
・市民の平等利用に関する基本姿勢は適切
であったか。 ☆ 3

個人情報保護
・利用者の個人情報を保護するための対策
が適切であったか。 ☆ 3

安全対策
・日常の事故防止など安全対策が適切であっ
たか。 ☆ 3

危機管理
・防犯、防災対策など危機管理体制が適切で
あったか。 ☆ 3

利用拡大 周知活動
・施設目的の達成のための効果的な営業、
広報活動、情報提供等がなされたか。 ☆ 3

サービス向上
・利用者サービスの向上や利用促進への取
組がなされたか。 ☆ 3

自主事業
・利用者ニーズに即した自主事業が実施され
たか。 ☆ 3

受託事業 ・受託事業は適切に実施されたか。 ☆ 3

改善運動
・アンケートの実施など、利用者の意見、要望
を聴き、管理運営に反映されたか。 ☆ 3

収入確保 ・収入増加のための取組がなされたか。 ☆ 3

収支計画との整合性
・収支状況は当初収支計画と整合している
か。 ☆ 3

安定経営 ・安定的な経営が行われたか。 ☆ 3

経理状況
・月別報告、四半期報告など、経理事務は適
正に処理されたか。 ☆ 3

標準 加算 60

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

Ａ

※総合評価は、指定期間の総括として最終年度に行います。

総合評価

地域の医療ニーズに対応することで、一定の受診者数を維持し
てる。

収支状況は、当初収支計画と整合している。

指定管理者本部事務局の指導や運営サポートにより安定的な
経営が行われている。

指定管理者本部事務局の指導や運営サポートにより適切な処
理が行われている。

Ａ

60

年度評価

徳地地域内の保育園園児検診や地域ケア会議への出席が行
われている。

クレーム等には適切な対応が行われている。

住民ニーズの把握に努めている。

週１回の診療の中で、健康相談等の地域の医療ニーズを踏ま
えた自主事業が行われている。

適切に実施されている。

適切に対応されている。

防災訓練等の危機管理計画を作成し、定期的な訓練を実施し
ている。

ホームページを主たる広報媒体に定めながら地域住民への情
報提供が行われている。

医療事務員が受付業務を行っており、地域の実情にあわせた
運営が行われている。

職員が直接清掃を行うなど、施設全体を見回ることで必要な維
持管理業務が行われている。

主たる業務の再委託は行っていない。

『指定管理者モニタリング評価』

施設名： 山口市串診療所　   指定管理者：公益社団法人地域医療振興協会

評価

評点評価項目 評価コメント

施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
の
確
保

管理運営の実施

平等利用、安全対策
等、危機管理体制

従業員に対しては労働基準法に基づいた労働環境の充実が図
られている。

適切に対応されている。

適切に対応されている。

業務に必要な職員を過不足なく配置しており、職員に対する
様々な研修が行われている。

アンケートを踏まえた待ち時間解消対応などに取り組んでいる。

評　点　合　計

総　評

【各年度の評価】

審査結果

　指定管理者である公益社団法人地域医療振興協会は全国各地で医療施設の受託、運営を行っており、徳地診療所及び串診療所の運営に
あっても、その知見が生かされた専門性の高い施設管理運営が行われている。
　地域の医療ニーズを適切に把握し、提供されるサービスへ反映した結果が、地域に支持されている。
　また、徳地診療所との一体的な管理運営により効率的な経営が行われている。

経
営
状
況

収支等実績

利
用
者
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サ
ー

ビ
ス
向
上
へ
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り
組
み

利用者満足度



指定期間：令和 ７年度～令和９年度

不履行
多数

一部不
履行

良好 優秀
特に
優秀

（１点） （２点） （３点） （４点） （５点）

運営業務
・受付事務など、適正な施設の運営が行われ
たか。 ☆ 3

維持管理業務
・清掃、保守点検など、施設の維持管理、及
び備品管理は適正に行われたか。 ☆ 3

再委託監督
・再委託先に対する監督等が適正に行われ
たか。 ☆ 3

人員配置
職員研修

・適正な人員配置、職員の育成・指導が行わ
れたか。 ☆ 3

地域連携
・地域や関係団体等との連携や協働が適切
に行われていたか。 ☆ 4

接客対応

・苦情に対する対応は適切であったか。
・接客対応は適切であったか。
・利用者に対する案内、説明は適切であった
か。

☆ 3

労働環境
・良質なサービス提供をするための労働環境
は充実していたか。 ☆ 3

平等利用
・市民の平等利用に関する基本姿勢は適切
であったか。 ☆ 3

個人情報保護
・利用者の個人情報を保護するための対策
が適切であったか。 ☆ 3

安全対策
・日常の事故防止など安全対策が適切であっ
たか。 ☆ 3

危機管理
・防犯、防災対策など危機管理体制が適切で
あったか。 ☆ 3

利用拡大 周知活動
・施設目的の達成のための効果的な営業、
広報活動、情報提供等がなされたか。 ☆ 3

サービス向上
・利用者サービスの向上や利用促進への取
組がなされたか。 ☆ 5

自主事業
・利用者ニーズに即した自主事業が実施され
たか。 ☆ 3

受託事業 ・受託事業は適切に実施されたか。 ☆ 3

改善運動
・アンケートの実施など、利用者の意見、要望
を聴き、管理運営に反映されたか。 ☆ 3

収入確保 ・収入増加のための取組がなされたか。 ☆ 3

収支計画との整合性
・収支状況は当初収支計画と整合している
か。 ☆ 3

安定経営 ・安定的な経営が行われたか。 ☆ 3

経理状況
・月別報告、四半期報告など、経理事務は適
正に処理されたか。 ☆ 3

標準 加算 3 63

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

Ａ

匿名の意見ボックスを設置し、結果を踏まえ、待ち時間対応等
に反映している。

評　点　合　計

総　評

【各年度の評価】

審査結果

　指定管理者である公益社団法人地域医療振興協会は全国各地で医療施設の受託、運営を行っており、徳地診療所及び串診療所の運営にあっ
ても、その知見が生かされた専門性の高い施設管理運営が行われている。
　地域の医療ニーズを適切に把握し、提供されるサービスへ反映した結果が、地域に支持されている。
　また、串診療所との一体的な管理運営により効率的な経営が行われている。

経
営
状
況

収支等実績

利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組
み

利用者満足度

医療事務3名が受付業務を行っており、地域の実情にあわせた
運営が行われている。待ち時間も１時間以内で対応しており、
苦情はない。

職員が直接清掃を行うなど、施設全体を見回ることで必要な維
持管理業務が行われている。

主たる業務の再委託は行っていない。

『指定管理者モニタリング評価』

施設名： 山口市徳地診療所　   指定管理者：公益社団法人地域医療振興協会

評価

評点評価項目 評価コメント

施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
の
確
保

管理運営の実施

平等利用、安全対策
等、危機管理体制

従業員に対しては労働基準法に基づいた労働環境の充実が図
られている。

適切に対応されている。

適切に対応されている。

業務に必要な職員を過不足なく配置しており、職員に対する
様々な研修が行われている。

徳地地域内の保育園園児検診や地域ケア会議への出席とあわ
せ、中学校等からの講師依頼や地元企業健診の受託、医療系
人材の研修、インターン受入など、多様な地域連携が行われて
いる。

クレーム等には適切な対応が行われている。

外来診療に加え、外来が困難になった患者への訪問診療を実
施するなど、初期診療から看取りまで、住民の医療ニーズの変
化に対応した医療サービスを提供している。また、徳地地域の
医療を考える懇話会に参加し、地域の意見等をサービス向上に
反映する取組も行っている。

通院患者を対象とした送りサービスの実施を計画していたが、
地元調整の過程で、実施はできなかったが、取組については一
定の評価はできる。

適切に実施されている。

適切に対応されている。

防災訓練等の危機管理計画を作成し、定期的な訓練を実施し
ている。

ホームページを主たる広報媒体に定めながら地域住民への情
報提供が行われている。

総合評価

地域の医療ニーズに対応することで、収入増加のための取組
が行われている。

収支状況は、当初収支計画と整合している。

指定管理者本部事務局の指導や運営サポートにより安定的な
経営が行われている。

指定管理者本部事務局の指導や運営サポートにより適切な処
理が行われている。

Ａ

60

年度評価


